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【目的】維持透析患者において ABI、TBI を測定し、その有用性について比較検討し

た。 

【方法】透析患者 58 名（116 肢）を対象に、コーリン社製 form を用いて、ABI、TBI を測

定した。また Fontaine 分類による下肢臨床症状調査を行い、比較検討した。さらに、2

年前に ABI、TBI を測定しえた維持透析患者の追跡調査を行なった。（ABI、TBI の 2

年間での変化（23 名）および重症虚血性下肢病変発症率（50 名）） 

【結果】ABI と TBI は良好な相関（ｒ＝0.46、p＜0.00001）が見られた。ABI は Fontaine

分類からみた重症度との関連が弱く、Fontaine 2 度以上を示した患者(20 肢)の 95% 

は TBI 0.6 以下であった。2 年間の経過では ABI は変化がなく、TBI は有意（p＜

0.001）に低下していた。TBI は重症虚血性下肢病変発症(5 肢)に対する感度が 80％と

ABI（40％）より優れていた。 

【結論】透析患者の閉塞性動脈硬化症の重症度や予後の判定において、TBI は ABI

よりも有用であった。 

 


